
届出が必要な会員数 ※3月末現在

「標準的な運賃」を基にした
運賃届出状況

燃料サーチャージによる
運賃届出状況

840
（98.6%）

693
（81.33%）
852

2 0 2 42 0 2 4
55

■ 第２回定例記者会見（3P）
■ 「事業報告書」・「事業実績報告書」の提出（14P）
■ 会員事業所のご紹介（15P）

今月の表紙
松本運送  株式会社 様
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CONTENTS 2 0 2 4
5

近　　　　畿
スタンド平均 ローリー平均 カード平均

123.79 115.42 124.88 

全国（沖縄除）
スタンド平均 ローリー平均 カード平均

124.21 114.65 124.17 

（※京都府警察監修）

（※（公社）全日本トラック協会資料より抜粋）

事業用トラックの交通事故

府内の交通事故

  （円/１ℓ） 

1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 合計 前年同期 増減数
件　数（件） 13 10 15 38 44 -6
死　者（人） 0 1 0 1 1 0
負傷者（人） 17 10 16 43 47 -4

1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 合計 前年同期 増減数
件　数（件） 308 317 334 959 1036 -77
死　者（人） 5 2 4 11 15 -4
負傷者（人） 359 366 387 1112 1187 -75

京都府内の交通事故情報

軽油価格調査 単純集計表（令和6年3月）

新規許可
件数（件）

廃止届出
件数（件）

増減車届出件
数（件）

増車（両） 減車（両）
小型 普通 牽引 被牽引 霊柩車 小型 普通 牽引 被牽引 霊柩車

2 1 410 21 271 18 8 2 17 264 15 15 3
合計：320 合計：314

京都府内の事業用トラックの届出状況（令和6年3月）

府内の交通事故情報等

（※京都運輸支局資料より抜粋）

12　適正化事業情報
　　「事業報告書」・「事業実績報告書」の提出
　　標準貨物自動車運送約款等の一部改正について
15　会員事業所のご紹介（松本運送 株式会社　様）
17　トラック関法令Q＆A
　　健康サポートコーナー
18　共済通信
19　全国安全週間
　　京都府からのお知らせ
20　不正改造車排除運動
　　スペーストラッカー

お知らせ等

表紙 松本運送 株式会社　様

１　CONTENTS / 交通事故情報  / 事業用トラックの届出状況 / 軽油価格調査 
CONTENTS

２　川口京都運輸支局長を表敬訪問
　　ニューレジリエンスフォーラム京都大会
３　第１回物流革新２０２５プロジェクト小委員会
　　第２回定例記者会見
５　春の全国交通安全運動スタート式
　　じゆうちょう贈呈式

６　京高安 「春季交通安全講習会」
　　　　　 「交通安全キャンペーン」
７　交通安全出前授業
９　4月のおもな活動
11　京都運輸支局による「春の全国交通安全運動の査察」

ご報告

 
「全ト協会員専用
 ホームページパスワード」

5/15〜6/14� ６９５１
6/15〜7/14� １６４６

21　危険予知訓練コーナー
22　京ト協 行事予定（EVENT CALENDAR）
裏表紙　SDGsラッピングトラックのご案内
　　　　LINEお知らせ

京ト協ホームページ
会員専用パスワード  ５月中

０３８４
下記QRコードより
ご利用下さい
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平島会長が緊急物資輸送体制構築で提言
～迅速に対応できる体制のシステム化を強調～

「京ト協執行部が川口支局長を表敬訪問」

　
　

 　
　
4
月
13
日
㈯

　
　
　
　

  

京
都
市
勧
業
館　
み
や
こ
め
っ
せ

　
　
　
　

  

平
島
会
長
・
蒔
田
／
宮
本
副
会
長
・
荒
木
／
宇
野
相
談
役

　
　
　
　
（
総
務
委
員
会
）

　
　
　
　

  

杉
本
委
員
長
・
中
村
委
員
・
藤
木
委
員
（
代
理 

松
山
氏
）

　
　
　

　

 　
物
流
業
界
代
表
と
し
て
、
平
島
会
長
が
災
害
発
生
後
の
被
災
地

に
対
す
る
緊
急
物
資
輸
送
と
支
援
物
資
集
積
地
の
在
り
方
に
つ
い

て
、
被
災
地
域
隣
接
す
る
地
域
で
集
積
地
を
複
数
確
保
す
る
こ
と

の
重
要
性
や
、
地
元
近
隣
の
被
災
し
て
い
な
い
事
業
者
が
被
災
地

へ
支
援
物
資
を
届
け
る
こ
と
に
よ
り
、
ド
ラ
イ
バ
ー
の
負
担
軽
減

や
地
理
的
、
経
済
的
に
も
効
率
的
な
配
送
が
行
え
る
こ
と
を
提
言

さ
れ
ま
し
た
。

日

程

会　
場

出
席
者

概

要

　
　

 　
　
令
和
６
年
4
月
8
日
㈪ 

　
　
　
　

  

京
都
運
輸
支
局

　
　
　
　

  

川
口
支
局
長
・
中
野
首
席
運
輸
企
画
専
門
官

　
　
　
　

 

平
島
会
長
・
蒔
田
／
宮
本
副
会
長

　
　
　

　

 　

本
年
4
月
1
日
、
京
都
運
輸
支
局
に
川
口
宏
幸
支

局
長
が
着
任
さ
れ
た
た
め
、
京
ト
協
執
行
部
が
表
敬

訪
問
し
ま
し
た
。

日

程

会　
場

出
席
者

概

要

ニ
ュ
ー
レ
ジ
リ
エ
ン
ス
フ
ォ
ー
ラ
ム

京
都
大
会

表
敬
訪
問

川口支局長
平島会長

蒔田副会長

宮本副会長

中野首席運輸企画専門官

平島会長
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「平島会長による京ト協事業の進捗報告が
行われました」

　
　

 　
　
令
和
６
年
３
月
25
日
㈪　
11
時
00
分

　
　
　
　

  

京
ト
協

　
　
　
　

  

平
島
会
長

　
　
　
　
［
報
道
4
社
］

　
　
　
　

 

㈱
京
都
自
動
車
新
聞
社　
　
落
合 

記
者

　
　
　
　

 

㈱
近
畿
ト
ラ
ッ
ク
新
聞　
　
若
宮 

記
者

　
　
　
　

 

㈱
物
流
ニ
ッ
ポ
ン
新
聞
社　
中
川 

記
者

　
　
　
　

 

㈱
物
流
産
業
新
聞
社　
　
　
中
野 

記
者

　
　
　

　

 　
本
会
見
は
、
会
員
各
位
へ
過
日
（
3
月
15
日
）

開
催
さ
れ
た
理
事
会
承
認
事
項
を
含
め
、
当
協
会

事
業
の
進
捗
等
に
つ
い
て
平
島
会
長
ご
自
身
の
言

葉
で
発
信
し
て
い
く
取
組
で
す
。
会
見
に
お
け
る

報
告
内
容
（
抜
粋
）
は
、
次
頁
の
と
お
り
で
す
。

日

程

会　
場

出
席
者

概

要 第
2
回　
定
例
記
者
会
見

アンケートの実施が決定されました
　
　

 　
　
令
和
６
年
4
月
10
日
㈬　
10
時
00
分

　
　
　
　

  

京
ト
協

　
　
　
　

  

委 

員 

長　
宮
本　
昌
季　
氏
（
㈱
エ
ム
ズ
ト
ラ
ン
ス
ポ
ー
ト
）

　
　
　
　

 

副
委
員
長　
杉
山　
貴
富　
氏
（
㈱
山
城
運
送
）

　
　
　
　

 

委　
　
員　
大
槻　
幸
治　
氏
（
毘
双
運
輸
㈱
）

　
　
　
　

 　
　
　
　
　
建
口　
和
矢　
氏
（
㈲
タ
テ
ロ
）

　
　
　
　

 　
　
　
　
　
柳　
　
和
秀　
氏
（
㈱
ト
ラ
ス
ト
）

　
　
　
　

 　
　
　
　
　
石
津　
裕
也　
氏
（
㈱
ケ
イ
・
テ
ィ
ー
）

　
　
　
　

 　
　
　
　
　
船
川　
和
恵　
氏
（
㈱
永
代
運
輸
倉
庫
）

　
　
　
　

 　
　
　
　
　
北
岡　
敏
江　
氏
（
㈱
北
通
）

　
　
　

　

 　
宮
本
委
員
長
か
ら
、
２
０
２
４
問
題
を
乗
り
切
る
た
め
に
忌
憚
の

な
い
意
見
を
い
た
だ
き
た
い
等
の
挨
拶
が
行
わ
れ
た
後
、
議
事
に

入
っ
た
。
令
和
6
年
4
月
か
ら
適
用
さ
れ
て
い
る
労
働
時
間
の
上
限

規
制
に
よ
り
生
じ
る
会
員
事
業
所
の
課
題
を
明
確
化
す
る
た
め
の
ア

ン
ケ
ー
ト
内
容
が
決
定
さ
れ
た
。
ま
た
、
閉
会
に
あ
た
り
、
杉
山
副

委
員
長
よ
り
委
員
各
位
の
意
見
を
反
映
し
た
委
員
会
運
営
を
行
っ
て

い
く
旨
の
閉
会
挨
拶
が
行
わ
れ
た
。

※ 

ア
ン
ケ
ー
ト
は
、
4
月
上
旬
に
、
会
員
各
位
へ
送
付
さ
せ
て
い
た
だ

い
て
お
り
ま
す
。
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

日

程

会　
場

出
席
者

概

要 第
1
回
物
流
革
新
２
０
２
５
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
小
委
員
会

宮本委員長
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〔
理
事
会
〕

◦ 
今
後
の
理
事
会
に
は
、
青
年
・
女
性
部
会
長
の　

オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
参
加
が
承
認
さ
れ
た
。

◦ 

物
価
の
高
騰
等
を
考
慮
し
、
理
事
会
他
、
各
種
会

議
の
日
当
の
見
直
し
が
行
わ
れ
た
。

◦ 

協
会
や
各
支
部
・
部
会
行
事
等
で
頂
戴
し
た
ご
寄

附
を
集
約
し
、
石
川
県
ト
ラ
ッ
ク
協
会
へ
の
お
見

舞
金
と
す
る
こ
と
が
承
認
さ
れ
た
。

　
（
５
月
17
日
に
持
参
予
定
）

〔
総
務
委
員
会
〕

◦ 

協
会
及
び
業
界
全
体
に
つ
い
て
協
議
す
る
た
め

２
ヶ
月
に
１
度
の
定
期
開
催
と
す
る
。

〔
小
委
員
会
の
設
置
〕

◦ 

総
務
委
員
会
の
下
部
組
織
と
し
て
「
物
流
革
新
２

０
２
５
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
小
委
員
会
」
の
設
置
が
理

事
会
に
お
い
て
承
認
さ
れ
た
。

◦ 

同
委
員
会
で
は
、
中
・
長
距
離
事
業
者
（
中
小
零

細
事
業
者
）
を
対
象
と
す
る
「
２
０
２
４
年
問

題
」
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
複
数
回
実
施
し
、
会
員

各
事
業
所
に
お
け
る
同
問
題
へ
の
対
策
を
集
約

し
、
協
会
が
取
り
組
む
べ
き
対
策
を
検
証
す
る
。

ま
た
、
取
り
纏
め
た
諸
課
題
を
近
畿
ト
ラ
ッ
ク
協

会
や
全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会
へ
提
言
す
る
。

〔
多
重
下
請
構
造
の
あ
り
方
検
討
会
〕

（
全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会
）

◦ 

標
記
検
討
会（
昨
年
10
月
～
２
月
に
開
催
）に
お
い

て
、
平
島
会
長
が
座
長
を
務
め
、
多
重
構
造
問
題

に
つ
い
て
の
見
直
し
提
言
が
取
り
纏
め
ら
れ
た
。

 〔
交
通
安
全
対
策
〕

◦ 

令
和
６
年
10
月
１
日
か
ら
、
車
両
総
重
量
８
ｔ
以

上
の
ト
ラ
ッ
ク
で
ホ
イ
ー
ル
・
ナ
ッ
ト
等
の
車
輪

脱
落
事
故
を
惹
起
し
た
場
合
、
車
両
の
使
用
停

止
、
再
違
反
の
場
合
は
整
備
管
理
者
が
解
任
さ
れ

る
等
、
行
政
処
分
が
強
化
さ
れ
た
。

◦ 

北
部
地
域
等
に
お
け
る
「
交
通
安
全
出
前
授
業
」

の
開
催
を
模
索
し
て
い
く
。

　
 （

例
年
、
年
１
回
、
伏
見
区
の
小
学
校
で
開
催
） 

 〔
広
報
・
情
報
提
供
の
対
応
〕

◦ 

新
た
に
Ｘ（
旧
ツ
イ
ッ
タ
ー
）を
活
用
し
、
助
成
金

や
人
材
確
保
等
に
係
る
業
界
情
報
を
発
信
す
る
。

 〔
協
会
組
織
変
更
等
〕

◦ 

会
員
数
の
増
加
や
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を
図
る
た

め
、
本
年
4
月
1
日
か
ら
協
会
の
事
務
組
織
を
変

更
し
、
総
務
部
、
適
正
化
事
業
部
、
業
務
部
の
３

部
制
と
す
る
。

◦ 

概
ね
毎
年
1
名
、
事
務
局
職
員
を
新
規
採
用
す
る
。

 

〔
政
治
関
係
〕

◦ 

知
事
、
市
長
、
国
政
や
府
議
会
議
員
等
と
の
関
係

を
強
化
す
る
た
め
、
令
和
６
年
度
か
ら
広
報
誌

「
き
ょ
う
と
ら
っ
く
」
等
を
毎
月
郵
送
し
、
業
界

の
取
り
組
み
を
周
知
す
る
他
、
正
副
会
長
と
自
民

党
京
都
府
議
と
の
懇
談
会
の
開
催
を
計
画
す
る
。

〔
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
〕

◦ 

正
副
会
長
会
議
か
ら
ペ
ー
パ
ー
レ
ス
化
を
推
進

し
、
Ｄ
Ｘ
化
に
取
り
組
む
。

報
告
内
容（
抜
粋
）
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府内の公立・私立372の小学校へ
～じゆうちょう2万５千冊を贈呈～

府民一人ひとりの交通マナーの向上等を目的に実施
～運動スローガン「京の春 ゆずる心で 事故防止」～

　
　

 　
　
3
月
28
日
㈭　
14
時
00
分
～

　
　
　
　

  

京
都
府
教
育
庁
・
京
都
市
教
育
委
員
会

　
　
　
　

  

京
都
府
教
育
庁 

指
導
部 

学
校
教
育
課 

　
　
　
　
　
　
　
　

 

統
括
指
導
主
事　
後
藤 

氏

　
　
　
　

 

京
都
市
教
育
委
員
会　

　
　
　
　
　
　
　
　

 

担
当
部
長　
加
藤 

氏

　
　
　
　
　
　
　
　

 　
　
　
　
　
宗　

 

氏

　
　
　
　

 

京
ト
協　
増
田 

環
境
対
策
委
員
長

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
才
賀
運
輸 

株
式
会
社
）

　
　
　

　

 　
環
境
対
策
事
業
の
一
環
と
し
て
、
毎
年
、「
じ
ゆ
う
ち
ょ

う
」
を
贈
呈
し
て
お
り
ま
す
。「
じ
ゆ
う
ち
ょ
う
」
は
、
新

入
学
児
童
に
配
布
、
環
境
学
習
に
活
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

日

程

会　
場

出
席
者

概

要

　
　

 　
　
令
和
６
年
4
月
5
日
㈮　
14
時
00
分

　
　
　
　

  

岡
崎
プ
ロ
ム
ナ
ー
ド

　
　
　
　

  

小
寺
交
通
対
策
委
員
長
・
事
務
局

　
　
　

　
 　

年
間
交
通
安
全
府
民
運
動
京
都
府
実
施
要
綱
に
基
づ
き
、

交
通
安
全
意
識
の
高
揚
、
交
通
事
故
防
止
の
徹
底
を
図
る
こ

と
を
目
的
に
実
施
さ
れ
て
い
る
標
記
運
動
に
参
画
い
た
し
ま

し
た
。
当
日
は
交
通
安
全
宣
言
が
行
わ
れ
た
他
、
カ
ラ
ー

ガ
ー
ド
隊
に
よ
る
演
奏
・
演
技
が
行
わ
れ
、
各
種
周
知
・
啓

発
活
動
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

日

程

会　
場

出
席
者

概

要

「
じ
ゆ
う
ち
ょ
う
贈
呈
式
」

春
の
全
国
交
通
安
全
運
動
ス
タ
ー
ト
式

白井本部長

谷口キヨコさん

西脇府知事
山本京都市
文化市民局長

京都市教育委員会
加藤担当部長増田委員長

京都府教育庁
学校指導課

後藤統括指導主事
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京高安の各種事業へ参画
　
　

 　
　
令
和
６
年
4
月
11
日
㈭　
12
時
30
分

　
　
　
　

  

道
の
駅
「
京
丹
波
味
夢
の
里
」
下
り
線

　
　
　
　

  

事
務
局

　
　
　

　

 　
高
速
道
路
に
お
け
る
大
型
ト
ラ
ッ
ク
の
法
定
速
度
が
引
上
げ
ら
れ
た
も
の

の
、
京
都
府
高
速
道
路
交
通
警
察
隊
の
管
轄
内
に
お
い
て
は
、
指
定
速
度

（
80
㎞
）
の
遵
守
や
悲
惨
な
交
通
事
故
の
要
因
と
な
る
飲
酒
運
転
の
根
絶
等
に

向
け
た
啓
発
活
動
が
継
続
実
施
さ
れ
る
た
め
、
京
高
安
と
し
て
標
記
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
へ
参
画
し
ま
し
た
。

日

程

会　
場

出
席
者

概

要

　
　

 　
　
令
和
６
年
4
月
8
日
㈪　
13
時
30
分

　
　
　
　

  

京
都
自
動
車
会
館

　
　
　
　

  
平
島
会
長
・
蒔
田
／
宮
本
副
会
長
・
事
務
局

　
　
　

　

 　
主
催
者
を
代
表
し
、
平
島
協
議
会
長
か
ら
、
本
年
４
月
１
日
か
ら
高
速
道
路

に
お
け
る
大
型
ト
ラ
ッ
ク
の
最
高
速
度
が
時
速
90
㎞
に
引
き
上
げ
ら
れ
た
が
、

よ
り
一
層
安
全
運
行
に
取
り
組
ん
で
い
た
だ
き
た
い
旨
の
挨
拶
を
行
っ
た
。

　

 　
引
き
続
き
、
京
都
府
警
察
本
部 

交
通
部
高
速
道
路
交
通
警
察
隊
野
上
隊

長
の
挨
拶
の
後
、『
中
日
本
高
速
道
路
金
沢
支
社
・
道
路
管
制
セ
ン
タ
ー
視

察
で
の
話
題
』
と
題
し
山
城
自
動
車
教
習
所 

交
通
教
育
セ
ン
タ
ー
ゼ
ネ
ラ

ル
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
の
瀬
川
誠
氏
に
よ
る
講
演
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

日

程

会　
場

出
席
者

概

要

京
高
安「
交
通
安
全
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」

京
高
安「
春
季
交
通
安
全
講
習
会
」

平島会長

野上隊長

※京高安＝京都府高速道路交通安全連絡協議会
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小学2年生3クラスにトラックを用いた体験授業を実施
～向島秀蓮小中学校を訪問 本年度から交通対策委員も参画～

　
　

 　
　
4
月
18
日
㈭　
13
時
30
分
～

　
　
　
　

  

京
都
市
立
向
島
秀
蓮
小
中
学
校

　
　
　
　

  

交
通
対
策
委
員
会

　
　
　
　

 

青
年
・
女
性
部
会 

会
員

　
　
　
　

 

事
務
局

　
　
　

　

 　
青
年
部
会
と
女
性
部
会
が
主
体
と
な
り
取
り
組
む

標
記
授
業
に
、
本
年
度
か
ら
交
通
対
策
委
員
会
も
参

画
し
、
５
・
６
時
間
目
の
授
業
に
小
学
2
年
生
の
児

童
97
名
を
対
象
に
、
3
コ
ー
ス
を
順
番
に
回
る
体
験

型
の
授
業
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

 　
本
授
業
は
、
子
ど
も
た
ち
が
事
故
に
遭
わ
な
い
よ

う
に
、
自
分
自
身
を
守
り
危
険
箇
所
を
認
識
出
来
る

よ
う
に
な
る
こ
と
、
ま
た
、
お
仕
事
体
験
学
習
を
通

し
て
ト
ラ
ッ
ク
に
興
味
を
持
っ
て
も
ら
う
こ
と
を
目

的
と
す
る
交
通
安
全
教
育
推
進
事
業
で
す
。

　　
◇
死
角
体
験
コ
ー
ス

　
　

 

大
型
ト
ラ
ッ
ク
の
運
転
席
か
ら
の
視
界
を
体
験
す

る
こ
と
で
、
ト
ラ
ッ
ク
の
死
角
を
体
感
す
る
コ
ー

ス

　
◇
オ
ー
バ
ー
ハ
ン
グ
コ
ー
ス

　
　

 

オ
ー
バ
ー
ハ
ン
グ
を
視
覚
体
験
す
る
こ
と
で
、
交

差
点
に
お
け
る
危
険
性
を
理
解
す
る
コ
ー
ス

　
◇
お
仕
事
体
験
コ
ー
ス

　
　

 

ト
ラ
ッ
ク
に
見
立
て
た
台
車
に
よ
り
運
送
行
為
を

体
験
す
る
コ
ー
ス

日

程

会　
場

出
席
者

概

要

体
験
３
コ
ー
ス

「
交
通
安
全
出
前
授
業
」

交通対策委員会・青年部会・女性部会の皆さん

新井広報委員

石津広報委員

森田さん
北岡広報委員長
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交通対策委員会
小寺委員長
　交通対策委員としては、今回初めて
の参加で大変勉強になりました。今後
は、一校だけの開催ではなく、委員会
事業として京都府下、まずは北部地
域、南部地域の他校へ本授業を広めて
いきたいと思っています。将来的に
は、チームで取り組み、何班かに別れ
継続して活動出来ることが理想です。
また、これから交通安全啓発に繋がる
グッズの作成もすすめたいと思ってい
ます。

女性部会
反保 部会長
　普段子どもを相手に話す機会が少な
いので、こちらの気持ちが伝わってい
るか不安でしたが、各コースを回って
いる子どもたちが前のめりになってキ
ラキラした目で体験してくれているの
が分かったので、参加して良かったと
思えますし、今回で３回目の参加にな
りますので、同校におけるトラック業
界の好感度が上がっていることも実感
出来ました。この出前授業は子どもた
ちにとってめったにない経験だと思う
ので、今後も開催される限り参加させ
ていただきたいと思っています。

青年部会
土師 広報担当　副部会長
　３年目となり、今回は交通対策委員
にも参画していただきました。青年部
会の事業への取り組みが評価されたの
は、頑張ってきた結果なので、喜ばし
いことです。参加者が増えたことによ
り、多様な意見が出され、今回はお仕
事体験コーナーを追加し、児童にも学
校にも喜んでいただけました。何より
若手部会員が頑張って授業を牽引して
くれたことが、今回の成功の要因です。

北岡 広報委員長
　乗り物好きな子どもは多いと思いま
すが、今日の授業を通じてトラックが
世の中を支えていることを学び、ト
ラックを好きになってほしいです。ト
ラック運送事業者は、事故を起こそう
と思って事故は起こしていません。子
どもたちに交通ルールやトラックを正
しく理解してもらうことで、間接的に
子どもたちを事故から守りたいです。
そして、トラックの魅力や楽しさを少
しでも感じてもらい、いつか、ト
ラックに乗ってもらいたいです。

新井 広報委員
　私は運送事業は社会貢献事業で、ド
ライバーの背中を後押しすることが、

弊社の管理者でもある私の仕事だと
思っています。私には出前授業の対象
となった小学2年生と同級の長男がお
りますので、今回の授業は特に熱が入
りました。こどもたちには、トラック
運送事業は電気やガス、水道と同じ、
無くてはならないものであり、ト
ラック運送事業は頑張っているので、
こどもたちには応援して欲しいと誇り
を持って伝えることが出来ます。

石津 広報委員
　実際にトラックに乗って死角の存在
を体験してもらえて良かったです。ト
ラックの特性を知ってもらうことで、
子どもたちが交通安全に対する理解を
深めてもらえて良かったです。

参加された皆さんから

土師副部会長

西川さん
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4月の
おもな活動
支部・部会等の各種行事
を開催!!

女性部会／サツキ懇話会　役員会

　　　　　 京都府トラック協会
　　　　　 5名・事務局2名
　　　　　 物流革新2025プロジェクトへの意見

取りまとめ・総会について審議

会 場
出 席 者
概 　 要

4月
2日（火）

伏見支部　役員会

　　　　　 京都府トラック協会
　　　　　 6名・事務局1名
　　　　　 総会・事業計画について審議

会 場
出 席 者
概 　 要

4月
5日（金）

青年部会　定例会

　　　　　 京都府トラック協会
　　　　　 17名・事務局2名
　　　　　 総会について審議

会 場
出 席 者
概 　 要

4月
9日（火）

中央支部　役員会

　　　　　 京都府トラック協会
　　　　　 6名・事務局1名
　　　　　 総会について審議

会 場
出 席 者
概 　 要

4月
9日（火）

朱雀支部輸送協議会　役員会

　　　　　 京都府トラック協会
　　　　　 14名・事務局1名
　　　　　 総会・今年度事業について審議

会 場
出 席 者
概 　 要

4月
4日（木）

近畿トラック青年協議会
（ＫＴＳ）正副会長会議

　　　　　 神戸市立中央区文化センター
　　　　　 12社12名・事務局8名
　　　　　 令和5年度事業報告・令和6年度近畿ブ

ロック大会について審議

会 場
出 席 者
概 　 要

4月
12日（金）

反保部会長

柏部会長
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女性部会　研修会/講習会

　　　　　 京都府トラック協会
　　　　　 会社・個人で目的に合った投資を安全

に達成する方法について
　　　　　 ファイナンシャルプランナー　坂倉達也 様
　　　　　 7名・記者2名・事務局2名

会 場
演 題

講 師
出 席 者

4月
15日（月）

引越部会　役員会

　　　　　 京都府トラック協会
　　　　　 4名・事務局1名
　　　　　 総会について審議

会 場
出 席 者
概 　 要

4月
17日（水）

城南支部　役員会

　　　　　 京都府トラック協会
　　　　　 10名・事務局1名
　　　　　 総会・事業計画について審議

会 場
出 席 者
概 　 要

4月
17日（水）

南支部　役員会

　　　　　 京都府トラック協会
　　　　　 12名・事務局1名
　　　　　 事業計画について審議

会 場
出 席 者
概 　 要

4月
18日（木）

路線部会　正副部会長会議

　　　　　 京都府トラック協会
　　　　　 3名・事務局1名
　　　　　 総会について審議

会 場
出 席 者
概 　 要

4月
23日（火）

百貨店部会　総会

　　　　　 山水館　川湯まつや・みどりや
　　　　　 5社5名
　　　　　 令和5年度事業報告・令和6年度事業計

画を承認（役員改選なし）

会 場
出 席 者
概 　 要

4月
24日（水）

山本支部長

反保部会長

宇佐美様

今井副部会長芦田部会長
國友副部会長

家村様
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本年度はヤマトマルチチャーター(株)様に
ご協力いただきました

　
　

 　
　
令
和
６
年
4
月
12
日
㈮　
14
時
00
分

　
　
　
　

  

会
員
事
務
所

　
　
　
　

  〈
ヤ
マ
ト
マ
ル
チ
チ
ャ
ー
タ
ー
㈱
〉

　
　
　
　

 

三
浦
社
長
・
大
出
ゼ
ネ
ラ
ル
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー

　
　
　
　

 

下
西
支
店
長
・
山
田
課
長

　
　
　
　

  〈
京
都
運
輸
支
局
〉

　
　
　
　

 

川
口
支
局
長
・
中
野
首
席
運
輸
企
画
専
門
官
・
永
原
専
門
官

　
　
　

　

 　
標
記
運
動
期
間
中
の
貨
物
自
動
車
運
送
事
業
者
の
取
り
組
み
に
つ
い

て
、
京
都
運
輸
支
局
に
よ
る
査
察
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
事
業
用
自
動
車

等
の
安
全
運
行
の
確
保
・
車
両
の
安
全
対
策
の
推
進
・
シ
ー
ト
ベ
ル
ト

の
正
し
い
着
用
の
徹
底
・
広
報
活
動
の
推
進
等
に
つ
い
て
ヒ
ア
リ
ン
グ

及
び
書
面
確
認
が
行
わ
れ
、
三
浦
社
長
、
山
田
課
長
を
中
心
に
日
頃
か

ら
徹
底
さ
れ
て
い
る
運
行
管
理
に
つ
い
て
丁
寧
に
説
明
さ
れ
ま
し
た
。

　

 　
な
お
、
当
日
は
、
営
業
所
の
視
察
も
行
わ
れ
た
た
め
、
ヤ
マ
ト
マ
ル

チ
チ
ャ
ー
タ
ー
㈱
様
独
自
の
「
事
故
ゼ
ロ
運
動
」
の
取
り
組
み
に
つ
い

て
も
見
学
さ
れ
ま
し
た
。

日

程

会　
場

出
席
者

概

要 京
都
運
輸
支
局
に
よ
る

「
春
の
全
国
交
通
安
全
運
動
の
査
察
」

三浦社長
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適正化事業情報

令和６年３月　巡回指導報告1
巡回指導件数等

巡回指導におけるワースト項目

適正化事業情報

順位 指導事項 指導
件数

（否）
件数

（否）
率％

1 運行指示書の作成･指示･携行･保存 5 2 40.0%

2 特定運転者(初任/高齢/事故惹起者)への特別指導 28 10 35.7%

3 特定運転者(初任/高齢/事故惹起者)の適性診断受診 28 7 25.0%

4 整備管理者の研修受講 36 7 19.4%

5  健康診断の実施・記録・保存 42 8 19.0%

6 事業及び実績報告書の提出(本社巡回限定) 31 5 16.1%

７  運輸安全マネジメントの実施 43 6 14.0%

８ 乗務員への輸送の安全確保に必要な指導監督 43 5 11.6%

８ 日常点検基準の作成･適正な点検の実施 43 5 11.6%

１０ 運行管理者の講習受講 39 4 10.3%

件　数

新規事業者：５ 一般事業者：３８ 特別巡回：０ 合計４３件

2024年度貨物自動車運送事業安全性評価事業申請に係る加点対象について2
適性診断（一般診断）の受診について
　一般診断は、Ｇマーク取組積極性の加点項目となっております。２０２４年度申請事業所につ
きましては、６月３０日までに受診されますようお願いいたします。
　京都府トラック協会においても適性診断機器がございますのでご利用が可能です。(但し､ 機
器数に限りありますので必ずご予約をお願いいたします｡ )



2024.05きょうとらっく

お知らせ 13

1 標準貨物自動車運送約款等の一部改正について
　令和６年４月１日より常時使用する従業員の数が、２０人を超えるトラック運送事業者に
ついては、原則として、運賃・料金等を店頭での掲示に加え、自社のウェブサイトにも掲載
しなければならないことと改正されます。
　※詳細は(公社)全日本トラック協会ホームページをご覧下さい。

URL  https://jta.or.jp/member/kaisei_jigyoho/top/hyoujun_yakkan.html

2  「自動車運送事業者が事業用自動車の運転者に対して行う一般的な指導及び監督の
実施マニュアル」の一部改正
　「自動車運転者の労働時間等の改善のための基準（令和６年４月１日改正）」の適用に伴
い、改正されました。概要編については、見やすいよう簡潔なものに変更されています。

3  ラストマイル輸送等への輸送対策としての自家用有償運送の許可に係る取扱いに
ついて（通達の発出）
　国土交通省では、近年の消費者ニーズの多様化や電子商取引の増加等を背景として、ラス
トマイル輸送を中心に、事業用自動車のみでは、輸送力の確保が困難となっていることか
ら、道路運送法第７８条第３号の規程に基づく自家用自動車の有償許可に係る取扱いについ
て、通達が発出されました。

【通達抜粋】
　運送需要者である貨物自動車運送事業者の営業所に配置されている事業用自動車
と同数までの自家用自動車について、毎年１月１日から１２月３１日までの期間の
うち、一両当たりの年間利用日数９０日を上限に、自家用自動車の有償運送の許可
をすることができるものとする。なお、許可の対象は、次に掲げるものとする。

（1）ラストマイル輸送として行われるもの。（2）（1）に掲げるもののほか、公共の福
祉を確保するためやむを得ない場合において、 地域の実情に応じて運輸支局長が認
めるもの。

　なお、本通達は、令和７年１月１日以降に利用計画とするものから適用となります。令和
６年１２月３１日までは、「年末及び夏期等繁忙期におけるトラック輸送対策について」通
達により、許可申請が必要となります。

各種・通達の発出等3
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「事業報告書」･「事業実績報告書」の提出について

　貨物自動車運送事業報告規則により、標記の提出が義務付けられております。
当協会業務部まで各1部をご提出下さい。

（※様式：本誌同封/京ト協ＨＰからダウンロード可能）

｢事業報告書｣ ｢事業実績報告書｣

提出期限：決算後100日以内
提出期限：７月10日まで

（前年４月１日～３月31日の実績）

（第２条関係）（日本工業規格Ａ列４番）

備考　

　　を「執行役」とすること。　

合　　　　　計 100%

　１　従業員数は、給与支払の対象となった月別支給人員（臨時雇用員にあっては、２５人日を１人とし　　

　　て換算）の該当事業年度における合計人員を当該事業年度の月数で除した人数とすること。　　　

　２　会社法（平成17年法律第86号）第2条第12号に規定する指名委員会設置会社にあっては、「監査役」

経営している事業

事　業　の　名　称 従業員数（人）
営　業　収　入（売上高）
構　成　比　率（％）

（監事）等

監査役

（理事）等

会計参与

役 員

役　職　名 氏　　　名 常勤非常勤の別

取締役

主な株主（所有株式数の多い順に５名を記載すること）

　　　　株　　　　　　　主　　　　　　　名 発行済株式総数に対する割合（％）

経 営 規 模

資本金の額又は

出資の総額
　　　　　千円 発行済株式総数 　　　　　　株

住 所

事 業 者 名

代表者名(役職名及び氏名)

第第１１号号様様式式

事 業 者 番 号

事 業 概 況 報 告 書
　　　年　　月　　日から　　年　　月　　日まで　

　　　　　　　　　あて　　　　　 　　

電 話 番 号

第4号様式（第2条関係）（日本工業規格A列4番）                                  

（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

備考 1 . 区分の欄は、該当する事項を○で囲むこと。

2 . 従業員数は、兼営事業がある場合は、主として当該事業に従事している人数及び共通部門に従事している従業員のうち当該事業分

として適正な基準により配分した人数とし、運転者数を含むものとする。

3 . 事業内容については、主なもの三項目以内を○で囲むこと。

4 . 危険物等とは、自動車事故報告規則(昭和26年運輸省令第101号)別記様式の(注)の「積載危険物等」をいう。

5 . 輸送実績については、地方運輸局の管轄区域ごとに、当該地方運輸局の管轄区域内にあるすべての営業所に配置されている事業用

自動車の輸送実績（ただし、輸送トン数（利用運送）については、当該地方運輸局の管轄区域内にあるすべての営業所において行っ

た貨物自動車利用運送に係る貨物取扱量）について記載すること。

6 . 交通事故とは、道路交通法(昭和23年法律第105号)第72条第1項の交通事故をいう。

7 . 重大事故とは、自動車事故報告規則第2条の事故をいう。

沖縄

九州

事故件数（前年4月1日から3月31日まで）

交通事故件数 重大事故件数 死者数 負傷者数

全国計

四国

中国

近畿

中部

関東

北陸信越

北海道

東北

輸送実績（前年4月1日から3月31日まで）

延実在車両数

（日車）

延実働車両数

（日車）

走行キロ

（ｷﾛﾒｰﾄﾙ）

実車キロ

（ｷﾛﾒｰﾄﾙ）

・ コンクリートミキサー車による生コンクリート輸送
・

その他

・ 危険物等輸送

輸送トン数
営業収入

（千円）
実運送

（トン）

利用運送

（トン）

・ 基準緩和認定車両による長大物品等輸送 ・ 原木、製材輸送

・ 国際海上コンテナ輸送 ・ 引越輸送

事業内容（前年4月1日から3月31日まで）

・ ダンプによる土砂等輸送 ・ 冷凍、冷蔵輸送

運転者数両

事業概況（　　　　　　年3月31日現在）

人

事業者名

代表者名

電話番号

人

区分
一般

特定 事業者番号

特積 利用 霊柩

貨物自動車運送事業実績報告書

住　　所
あて

事業用自動車 従業員数

4『貨物自動車運送事業輸送安全規則の解釈及び運用について』の一部改正
　「自動車運転者の労働時間等の改善のための基準（令和６年４月１日改正）」の適用に伴
い、関係通達が改正されました。

【改正点（抜粋）】
（現行）交代運転者→（改正）交替運転者
 　※他、第７条点呼項目等が改正されています

※ 上記の詳細については、全日本トラック協会・京都府トラック協会ホームページをご覧下
さい。

お問合せ　（一社）京都府トラック協会 業務部　TEL 075－671－3175
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法人代表として
「長年の伝統である重量物運搬スキルによる顧客満足と従業員満足!!」
京ト協理事として
「平島会長とともに会員様のために働きたい!!」

会員事業所のご紹介

松本社長

　
長
男
で
す
の
で
、
幼
少
の
頃
か
ら
家
業

を
継
ぐ
覚
悟
で
し
た
。
大
学
時
代
、
軽
い

気
持
ち
で
ツ
ー
リ
ン
グ
を
主
と
す
る
「
単

車
研
究
部
」
に
入
部
し
ま
し
た
。
た
ま
た

ま
、
あ
る
先
輩
の
お
か
げ
で
本
格
的
な

レ
ー
ス
用
バ
イ
ク
が
部
活
動
に
導
入
さ
れ

た
こ
と
が
き
っ
か
け
で
バ
イ
ク
に
の
め
り

こ
み
、
レ
ー
シ
ン
グ
チ
ー
ム
に
加
入
、
10

年
間
（
19
歳
～
29
歳
）
プ
ロ
ラ
イ
ダ
ー（
国

際
Ａ
級
ラ
イ
セ
ン
ス
）
と
し
て
活
動
し
ま

し
た
。
昭
和
55
年
に
は
、
鈴
鹿
サ
ー
キ
ッ

ト
で
開
催
（
10
万
人
の
観
客
動
員
）
さ
れ

た
８
時
間
耐
久
レ
ー
ス
に
参
加
し
20
位
に

入
り
ま
し
た
。
先
日
、
何
年
か
ぶ
り
に
鈴

鹿
サ
ー
キ
ッ
ト
を
訪
れ
ま
し
た
が
、
本
当

に
自
分
が
ラ
イ
ダ
ー
だ
っ
た
こ
と
が
信
じ

ら
れ
な
い
く
ら
い
の
ス
ピ
ー
ド
感
で
し
た
。

あ
ら
た
め
て
、
レ
ー
ス
用
の
バ
イ
ク
は

「
速
く
走
る
よ
う
に
作
っ
た
タ
マ
が
二
つ
あ

る
乗
り
物
」
だ
と
実
感
し
ま
し
た
。

　
21
歳
で
弊
社
に
入
社
し
、
結
婚
を
機
に

29
歳
で
ラ
イ
ダ
ー
を
引
退
し
て
か
ら
は
家

業
に
専
念
し
て
き
ま
し
た
。
兵
庫
か
ら
出

て
き
た
曾
祖
父
が
馬
２
頭
に
よ
る
建
築
足

場
材
等
の
輸
送
を
行
っ
た
こ
と
が
弊
社
の

運
送
事
業
の
起
源
で
、
私
は
４
代
目
に
な

り
ま
す
。
42
歳
で
社
長
に
な
り
ま
し
た
が
、

そ
れ
ま
で
は
ト
ラ
ッ
ク
で
一
人
あ
ち
こ
ち

を
駆
け
回
り
、
休
み
な
く
働
き
ま
し
た
。

今
年
71
歳
に
な
り
ま
し
た
が
、
人
様
が
経

験
出
来
な
い
こ
と
を
経
験
出
来
た
人
生
だ

と
思
っ
て
い
ま
す
。
ご
先
祖
様
や
周
囲
の

お
か
げ
で
、
私
は
つ
く
づ
く
本
当
に
ラ
ッ

キ
ー
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

企
業
理
念
等

　
「
安
全
・
迅
速
・
確
実
に
!!　

良
質
な

サ
ー
ビ
ス
に
よ
る
顧
客
満
足
の
提
供
!!
」

◇
ポ
リ
シ
ー（
理
念
）

① 

長
年
の
伝
統
と
し
て
培
っ
て
来
た
重
量

物
運
搬
ス
キ
ル
と
、
顧
客
か
ら
の
信
頼

の
維
持
・
向
上

② 

綿
密
な
作
業
計
画
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
の
徹
底
に
よ
る
高
い
業
務
品
質

の
キ
ー
プ

③ 

法
令
遵
守
に
基
づ
く
健
全
な
経
営
推
進
と
、

安
心
出
来
る
労
働
環
境
づ
く
り
の
推
進

◇
ビ
ジ
ョ
ン
・
方
向
性

① 

関
連
先
企
業
と
の
連
携
協
会
に
よ
っ
て
新

た
に
生
ま
れ
る
当
社
の
業
務
領
域
と
機
能

の
拡
大
強
化
。
こ
う
し
た
取
り
組
み
に

よ
っ
て
現
状
の
顧
客
幅
を
拡
大
す
る
。

② 

新
た
な
機
器
や
シ
ス
テ
ム
の
導
入
に
よ

る
運
搬
の
効
率
化
を
推
進
し
、
残
業
規

制
そ
の
他
の
業
界
を
取
り
巻
く
ニ
ー
ズ

や
業
況
変
化
へ
の
適
応
を
図
る
。

③ 

ド
ラ
イ
バ
ー
の
採
用
・
教
育
・
資
格
取

得
に
注
力
し
、
業
務
キ
ャ
パ
シ
テ
ィ
の

向
上
を
図
る
。

④ 

顧
客
満
足
、
従
業
員
満
足
を
ベ
ー
ス
と

し
た
運
用
を
行
う
当
社
の
経
営
体
質
を

会 社 名 　松本運送 株式会社
事 業 許 可 　昭和43年9月17日
取 材 協 力 　代表取締役 松本 文宏 様
所 属 支 部 　朱雀支部（支部長）
車 両 台 数 　16台
従 業 員 数 　13名（うち女性1名）

運搬物（輸送地域） 　 工作/印刷/医療/精密機械等の
運搬・搬入･設置･据付（全国）

（京ト協 理事）
松本運送 株式会社 様

社
長
が
業
界
へ
入
る
き
っ
か
け

表紙写真 　前列左から　中村様・松本社長・松本将典様
　　　　　　後列左から　髙田様・山下様・古澤様・高田様
　　　　　　右写真　　　寅吉
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よ
り
一
層
強
化
す
る
。

　
何
よ
り
健
全
経
営
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

そ
れ
か
ら
、
会
社
の
成
果
を
従
業
員
の
給

料
へ
反
映
さ
せ
る
こ
と
を
第
一
に
考
え
て

い
ま
す
。

 
企
業
の
未
来

　
弊
社
は
、
直
荷
主
の
み
に
よ
る
運
行
を

専
門
と
し
て
お
り
、
帰
り
荷
は
あ
り
ま
せ

ん
。
た
だ
し
、
精
密
機
械
等
の
据
え
付
け

作
業
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
荷
主
か
ら
理
解

を
得
や
す
く
、
技
術
料
を
加
算
し
た
適
正

運
賃
で
運
行
す
る
こ
と
が
出
来
て
い
ま
す
。

荷
主
か
ら
運
搬
に
使
用
す
る
良
質
の
道
具

を
求
め
ら
れ
ま
す
の
で
、
道
具
を
大
切
に

し
て
い
ま
す
。
そ
れ
か
ら
、
私
は
下
見
で

仕
事
の
半
分
が
終
わ
る
と
思
っ
て
い
ま
す

の
で
、
下
見
を
大
事
に
し
て
い
ま
す
。
幸

い
な
こ
と
に
、
息
子
夫
婦
が
一
緒
に
働
い

て
く
れ
て
い
ま
す
の
で
、
近
い
う
ち
に
代

替
わ
り
を
す
る
計
画
で
す
。

支
部
長
と
し
て

　
京
都
府
の
運
送
事
業
は
下
京
区
発
祥
と

も
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
老
舗

企
業
が
多
い
こ
と
が
当
支
部
の
特
徴
で
す
。

支
部
長
を
歴
任
さ
れ
た
大
前
支
部
長
（
大

一
倉
庫
運
輸
㈱
）、
吉
田
支
部
長
（
た
ち
ば

な
運
輸
㈱
）
か
ら
、
生
前
に
支
部
長
を
一

事務の松本様

整理された道具置場

ライダー時代の松本社長
（写真中央）

馬による運送を行っていた
ことがわかる賞状

期
は
務
め
る
こ
と
と
、
支
部
運
営
を
託
さ

れ
て
い
た
こ
と
も
あ
り
、
大
任
を
引
き
受

け
ま
し
た
。
私
が
支
部
長
と
な
り
2
期
目

に
入
り
ま
し
た
の
で
、
お
二
人
と
の
約
束

を
少
し
は
果
た
せ
た
の
で
は
な
い
か
と
安

堵
し
て
い
ま
す
。
支
部
活
動
と
し
て
は
、

昨
年
度
の
新
規
事
業
と
し
て
開
始
し
た
清

掃
活
動
に
注
力
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。
朱
雀
支
部
は
、「
和
気
あ
い
あ
い

と
皆
仲
良
く
」
を
モ
ッ
ト
ー
に
活
動
し
て

き
ま
し
た
の
で
、
本
年
度
の
研
修
旅
行
も

参
加
者
を
増
加
さ
せ
る
た
め
、
10
月
に
開

催
す
る
予
定
で
す
。

 

理
事
と
し
て

　
平
島
会
長
に
な
り
、
理
事
会
の
雰
囲
気

が
変
わ
っ
た
と
感
じ
て
い
ま
す
。
会
長
自

ら
動
い
て
い
た
だ
い
て
い
る
こ
と
が
伝

わ
っ
て
き
ま
す
。
私
も
、
会
員
様
の
た
め

に
積
極
的
に
働
い
て
い
き
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。

事
務
局
か
ら

　
殊
更
、
ご
自
身
は
ラ
ッ
キ
ー
だ
と
お
っ

し
ゃ
ら
れ
、
努
力
や
苦
労
さ
れ
た
こ
と
は

お
話
に
な
ら
ず
、
笑
顔
で
謙
遜
し
て
受
け

答
え
さ
れ
る
姿
が
印
象
的
で
し
た
。
貴
重

な
お
話
の
数
々
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。
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健康サポートコーナー

運行管理者試験対策･トラック関連法令習得等のため、是非チャレンジして下さい。
［Ｑ］ 下記記述は、運行管理者として業務上必要な知識について述べたものです。
　　 正しいものに○印、誤っているものに×印を記して下さい。

［A］ 解説

記述 解答欄

1 事業者は、「自動車車庫の位置及び収容能力」の事業計画の変更をしたきは、遅滞なくその旨
を、国土交通大臣に届け出なければならない。

2 事業者は、「各営業所に配置する事業用自動車の種別ごとの数」の事業計画の変更をするとき
は、法令に定める場合を除き、あらかじめその旨を、国土交通大臣届け出なければならない。

3
事業者は、「事業用自動車の運転者及び運転の補助に従事する従業員の休憩又は睡眠のための
施設の位置及び収容能力」の事業計画の変更をしようとするときは、国土交通大臣の認可を
受けなければならない。

1 ×  「自動車車庫の位置及び収容能力」の事業計画の変更は、国土交
通大臣への届け出でなく、認可申請となります。2○3○

トラック関連法令Ｑ＆Ａ
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共済通信

自動車共済・自賠責共済はぜひ近畿共済でご契約を
近畿共済は、組合員のみなさまと一体となって事故防止に努力しています

お問い合わせ・ご連絡は　当組合京都事務所　０７５－６７１－１８９４まで
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　「全国安全週間」は、産業界における自主的な労働災害防止活動を推進するとともに、広く一
般の安全意識の高揚と安全活動の定着を図るため厚生労働省が主唱しております。
　本週間を契機として、それぞれの職場で労働災害防止の重要性について認識をさらに深め、安
全活動の着実な実行を図ることを目的としておりますので、貴事業所においても、交通安全とと
もに、労働災害防止活動の継続をお願いいたします。

期　　間  ７月１日（月）～７月７日（日）

準備期間  ６月１日（土）～６月３０日（日）

スローガン  「危険に気付くあなたの目　そして摘み取る危険の芽　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　みんなで築く職場の安全」

※本誌同封の実施要綱をご参照下さい。

適正化事業情報「令和6年度全国安全週間」の実施について
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　我が国の昨年の交通事故による死者数2,678人、負傷者数は約36.5万人と、依然として多くの方が
事故の被害に遭われております。
　このような状況にあって、暴走行為、過積載等を目的とした不正改造車は、安全を脅かし道路交通
の秩序を乱すとともに、排出ガスによる大気汚染等の環境悪化の要因の一つとなっていることから、
本年度も国土交通省による標記運動が展開されます。
　京都府内、ひいては全国的に不正改造車を排除するため、貴事業所内におかれましても、標記に係
る啓発、車両の点検整備強化等を推進していただきますようお願いいたします。

運 動 期 間 　
　　１年
強化月間（近畿運輸局管内）　

　　６月１日～６月３０日
会員各位の取り組み事項 　

○ 荷主団体等に対し、不正改造車等（特に速度抑制装置（スピードリミッター）及び過積載を誘発する改造(さし
枠の取付けなど)に係るもの。）を使用する運送事業者を利用することのないよう要請する。

○ 不正改造及び不正二次架装の防止に努め、適正な車両による運行を徹底する。また、不正改造及び不正二次架
装が行われた車両がある場合には、改修を行い運行することを徹底する。

○ 同封の「不正改造防止自主点検票」をご活用いただき、保有車両の自主点検を実施していただく等、貴事業所
内における不正改造に対する認識浸透を図る。

　※「不正改造防止自主点検票」の提出義務はございません。

適正化事業情報「不正改造車排除運動」の実施について
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21危険予知訓練コーナー

危険予知ポイント

〜貴事業所のドライバー教育にご活用下さい〜
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22 京ト協 行事予定

令和6年5月

令和6年6月
3日（月） 【受付中】整備管理者選任前研修〔京都自動車会館〕

 南支部　総会〔都ホテル京都八条〕
4日（火） 【受付中】運輸安全マネジメントセミナー〔舞鶴２１〕

7日（金）  物流革新2025プロジェクト小委員会〔京ト協〕

8日（土） 【受付中】安全運転研修会＜高齢＞〔山城自動車教習所〕

9日（日）  【満員】交通安全研修会〔クレフィール湖東〕
※【受付中】の行事につきましては、まだ申込みが可能ですので、参加希望者は京ト協へお問合せ下さい。

EVENT CALENDAR

10日（金）  陸災防　テールゲートリフター特別教育（学科教育講習）〔京都JAビル〕

11日（土）
 陸災防　テールゲートリフター特別教育（実技教育）〔日本通運　南京都物流センター〕

【受付中】安全運転研修会＜一般＞〔山城自動車教習所〕
 洛南支部　通常総会〔都ホテル京都八条〕
 中央支部　通常総会〔京都ホテルオークラ〕

11日（土）
～

12日（日）
 城南支部　健康診断〔アスピアやましろ〕

14日（火）  2024年度　安全性評価事業（Gマーク）説明会〔京都テルサ〕

15日（水）  近畿トラック青年協議会（ＫＴＳ）正副会長会議〔奈良ロイヤルホテル〕

16日（木） 【受付中】点検整備講習会〔京ト協〕

17日（金）  青年部会　総会〔ホテルグランヴィア京都〕
 丹後支部　総会〔よさの荘〕

18日（土）  洛南支部 定期健康診断〔京ト協〕

19日（日） 【受付中】安全運転研修会＜高齢＞〔山城自動車教習所〕

20日（月）  第１回　理事会〔京ト協〕

22日（水）  引越部会 役員会/総会〔京料理 きんなべ〕

23日（木） 【受付中】運輸安全マネジメントセミナー〔京都自動車会館〕

24日（金） 【受付中】安全運転研修会＜高齢＞〔網野自動車教習所〕
 城南支部　総会〔都ホテル京都八条〕

25日（土） 【受付中】朱雀支部　総会〔満留安〕

26日（日）  第54回トラックドライバーコンテスト　練習日〔山城自動車教習所〕

28日（火）
～

30日（木）
【受付中】運行管理者基礎講習〔京都自動車会館〕

29日（水）  交通対策委員会〔京ト協〕

30日（木）  近畿運輸局　グリーン経営講習会（トラック･バス･タクシー）〔京ト協〕

31日（金） 【受付中】安全運転研修会＜一般＞〔網野自動車教習所〕
 丹波支部　総会〔ホテルロイヤルヒル福知山〕
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〒612-8418 京都市伏見区竹田向代町48-3 
TEL.075-671-3175     FAX.075-661-0062
https://www.kyotruck.or.jp Email:info1@kyotruck.or.jp京都府トラック協会はSDGsに取り組んでいます。

京都府トラック協会
登録お願いします

～運送事業のイメージアップ･社会貢献認知度に向けて～

【ラッピング期間】
　　施工日～令和12年12月31日まで
｠
【募集台数】
　　京都府内で ２ 台
　　※応募者多数の場合、抽選となります。
｠
【デザイン (イメージ) 】
　　左記３パターンから選択可能です。｠
【施工詳細】
　　ラッピングは、フルラッピング ( 両側面 ) となります。
　　施工期日：２～３日
｠
【応募条件等（会員限定）】
　　ラッピング車両は、原則、次の１～４を満たす車両。
    　１．最大積載量４トンクラスのトラック
    　２．架装の側面がフラットであること
    　３．架装の側面の塗装が少ないこと
    　４．京都市内の営業所に所属するトラックは
       　　不可（京都市屋外広告物等に関する条例
       　　等に抵触する恐れがあるため）
    　５．京ト協SDGs取組会員事業所であること
｠
【申込・締切日】
　　詳細確認、お申込はお電話にてお願いいたします。
　　事務局：ＴＥＬ０７５－６７１－３１７５
　　締　切：６月２８日（金）

～ 募集内容 ～

会員事業所車両に「ＳＤＧｓ」のデザインを施し、運行していただくことで、
当協会のＳＤＧｓの取り組みを周知する令和５年度からの継続事業です。

「ＳＤＧｓ」ラッピングトラック
施工希望会員の募集!!


